指導のポイント
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・日本人にとっては問題の無い挨拶が外国人との間に誤解をもたらすことを知る。
・西洋諸国でその挨拶が使われない理由を知る。
・その挨拶に対して異なる文化を持つ人がどのように感じるかを知る。
・なぜ日本でその挨拶が必要とされるかを知る。
・日本の文化と他文化の相違点を確認した上で，相互理解の重要性と自国文化を説明できることの重要性を学ぶ。
	1時間目
	パラグラフ１～４（p. 96）

	指導のポイント
	・パーティーで西山夫人が夫のアメリカ人の同僚にどのような印象を与えたかを知る。
・何故西山夫人は悪い印象を持たれたのかを推察させる。
・挨拶に悪印象を持たれた原因があったことを知る。
・仮定法過去完了の用法を理解させる。

	主な言語材料
	・every time ～
・hear A doing

・What’s wrong with ～?
・wonder if ～
・lie in

	2時間目
	Comprehension, True or False? （p. 97）

	指導のポイント
	・西山夫人がアメリカ人の同僚に与えた印象が「悪いもの」だったことを確認させる。
・本文を確実に理解させた上で，主題および内容に関する問題への対処法を指導する。

・英問英答への対応を，本文の意味から解説する。

・問３に対する答えとして，必要な情報のみで簡潔な文章を作る方法を指導する。

	主な言語材料
	・be happy to do
・sound C

	3時間目
	パラグラフ５～７ （p. 98）

	指導のポイント
	・西山夫人の挨拶のようなフレーズは，異なる文化を持つ人との間に誤解をもたらすことを知る。
・表を参考に，西洋諸国ではそのフレーズが使われていないことを知る。
・それが使われない３つの理由を把握させる。

	主な言語材料
	・those who ～
・ask for ～
・ask ～ for …

	4時間目
	Comprehension, True or False? （p. 99）

	指導のポイント
	・本文の内容を読み取り，表を完成させる
・英問英答への対応を，本文の意味から解説する。
・第７パラグラフから３つの理由を把握し，日本語でまとめる方法を指導する。

	5時間目
	パラグラフ８～10 （p. 100）

	指導のポイント
	・日本人とは違う，外国人の考え方を理解させる。以下３つの考え方と反応を確認する。
①上司と部下が私生活では同等である→こびへつらっていると誤解される。
②妻と夫は別のものと考えている→妻は夫に対し過干渉であると誤解される。
③依存の表明＝独立の欠如を示す→夫は無能であると誤解される。
・dependence⇔independence等を参考に，否定の接頭辞の用法を確認する。

	主な言語材料
	・tend to do
・refer to ～
・first, ～. second, ～. third, ～.

	6時間目
	Comprehension, True or False? （p. 101）

	指導のポイント
	・本文の主題として「文化によって人々は異なった考え方をする」がふさわしいことを理解させる。
・問２に対する答えとして，必要な情報のみで簡潔な文章を作る方法を指導する。
・文脈を把握し，確信をもって空欄に英文を当てはめられるよう指導する。
・would like 人 to doの用法を確認する。

	7時間目
	パラグラフ11～14 （p. 102）

	指導のポイント
	・p.100の内容と対比させ，なぜ日本でそのフレーズが必要とされるのかを理解させる。
①部下は私生活においても上司に謝意を示さねばならない
②妻は夫と別れた存在とは見なされない
③日本は相互依存の社会である
・第14段落の内容から，筆者の述べた結論を理解させる。

	主な言語材料
	・regard ～ as …
・in terms of ～
・rather than ～
・that is why ～

	8時間目
	Comprehension, True or False? （p. 103）

	指導のポイント
	・本文の主題として「２つ」適切なものを選び，残り１つの選択肢がなぜ不適切なのかを理解させる。
・問２に対する答えとして，必要な情報のみで簡潔な文章を作る方法を指導する。
・要約文の内容を素早く把握し，品詞の役割や意味から，確信をもって空欄に語を当てはめられるよう指導する。

	主な言語材料
	・be expected to ～
・such as ～

	9時間目
	Review （p. 104）

	指導のポイント
	・本文のタイトルは「他文化間の相互理解の重要性」であり，残りの選択肢はそれを示すための支持文であることを確認する。
・各選択肢がそれぞれどのパラグラフの内容をまとめたものなのか本文に戻って確認し，論が展開された順に表に選択肢を当てはめる。
・異なる文化をもつ人々の考え方を示す文章に入れるキーワードをそれぞれ本文に戻って探し，完成させる。

	10時間目
	Grammar and Exercises （p. 105）

	指導のポイント
	・本課で扱う文法項目の知識を定着させ，空欄補充や整序英作文に適切に対処出来るように指導する。

・本文にもどり，それぞれの文法事項がどのように用いられているか，前後の文脈を含めて確認させる。
・Wordsに関しては，それぞれの単語の意味や用法，類義語などを様々な例を通して詳しく学習する。

	主な言語材料
	・hear ～ + 現在分詞
・wonder if ～
・仮定法過去完了形　＜If S’ had done, S＋助動詞の過去形＋have done＞
・Wordsの単語

	11時間目
	Activity （p.127）

	指導のポイント
	・トムとケイコの対話から，空欄に当てはまる語句を聞き取り，それを正しく綴れるよう指導する。
・空所を入れた文章を元に，既習の文法事項を積極的に含めた英文を作成するよう指導する。

	主な言語材料
	・what’s the matter with ～
・what makes A do


